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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第73期

第１四半期連結
累計期間

第74期
第１四半期連結

累計期間
第73期

会計期間
自 令和４年４月１日
至 令和４年６月30日

自 令和５年４月１日
至 令和５年６月30日

自 令和４年４月１日
至 令和５年３月31日

売上高 (千円) 2,572,139 2,454,887 11,082,660

経常利益 (千円) 106,561 109,678 348,623

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益

(千円) 39,943 90,944 785,496

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 19,033 298,457 843,812

純資産額 (千円) 17,991,721 18,894,581 18,708,622

総資産額 (千円) 22,375,715 23,693,439 23,818,440

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 37.19 84.68 731.32

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.97 75.63 74.42
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、既往の資源高や為替相場変動の影響などを受けつつも個人消

費は回復基調を維持し、設備投資も緩やかに増加傾向となるなど、内需を中心に持ち直しの動きとなりました。

当社グループの主要需要であります電力分野においては、燃料価格の高騰などを背景としたコスト削減の取り組

みが進められる一方、高経年化設備の更新などが進められたことから、好調に推移しました。一方、通信分野にお

いては、光ケーブル工事の減少や移動体キャリアにおける基地局工事の減少などにより、厳しい受注環境となりま

した。

当社グループにおいては、電力会社や移動体キャリア向け製品、リサイクル関連製品、耐震対策関連製品などの

拡販を進めました。また、脱炭素社会の実現に貢献すべく、ＥＶ関連、再生可能エネルギー関連の積極的な営業展

開を行うとともに、温室効果ガス排出削減活動の取り組みを進めております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,454百万円と前年同期に比べ117百万円、4.6％の減収とな

りました。営業利益は85百万円と前年同期に比べ13百万円、18.6％の増益、経常利益は109百万円と前年同期に比

べ3百万円、2.9％の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は90百万円と前年同期に比べ51百万円、127.7％の

増益となりました。

 
セグメントに代わる需要分野別の経営成績は、次のとおりであります。

①　交通信号・標識・学校体育施設関連

交通信号は、全国的に信号灯器のＬＥＤ化工事が進められたことから、好調に推移しました。学校体育施設関

連は、防球ネット工事などが行われたことから堅調に推移しました。その結果、売上高は211百万円と前年同期に

比べ13百万円、6.9％の増収となりました。

 
②　ＣＡＴＶ・防災無線関連

ＣＡＴＶ関連は、ケーブルテレビ事業者による光ファイバー整備工事は堅調に推移し、一部物件工事を取得し

たことから、好調に推移しました。防災無線関連は、デジタル化への更新工事が減少したことから、低調に推移

しました。その結果、売上高は198百万円と前年同期に比べ12百万円、6.6％の増収となりました。

 
③　情報通信関連

情報通信関連は、移動体キャリアにおける基地局工事の減少や機器類の不足により、工事量が減少したもの

の、基地局工事において顧客ニーズに対応した新製品を投入しました。その結果、売上高は625百万円と前年同期

並みとなりました。

 
④　配電線路関連

配電線路関連は、レベニューキャップ制度により、高経年化設備の更新工事が行われたことに加え、新製品の

投入や既存製品の販売拡大に向けた営業活動を行いました。その結果、売上高は927百万円と前年同期に比べ115

百万円、14.2％の増収となりました。

 
⑤　その他

鉄道関連は、抑制されてきた設備更新工事などが回復傾向となり堅調に推移しました。一般民需は、再生可能

エネルギー向け製品の営業展開により物件を受注しましたが、機器類の不足による工事の中止・延期などにより

低調に推移しました。その結果、売上高は492百万円と前年同期に比べ252百万円、33.9％の減収となりました。
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(2) 財政状態

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ125百万円減少し、23,693百万円となりまし

た。

当第１四半期連結累計期間における資産、負債及び純資産の状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 
 (資産の部)

流動資産は、前連結会計年度末に比べ344百万円減少し、12,465百万円となりました。これは、主に商品及び製品

が182百万円、仕掛品が153百万円増加したことと、現金及び預金が243百万円、受取手形及び売掛金が295百万円、

電子記録債権が164百万円減少したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ219百万円増加し、11,227百万円となりました。これは、主に投資その他の

資産が271百万円増加したことによるものです。

 
 (負債の部)

負債は、前連結会計年度末に比べ310百万円減少し、4,798百万円となりました。これは、主に電子記録債務が272

百万円増加したことと、支払手形及び買掛金が241百万円、未払法人税等が85百万円、賞与引当金が126百万円、役

員退職慰労引当金が106百万円減少したことによるものです。

 
 (純資産の部)

純資産は、前連結会計年度末に比べ185百万円増加し、18,894百万円となりました。これは、主にその他有価証券

評価差額金が190百万円増加したことによるものです。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

 
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、52百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

 普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数(株)
　 (令和５年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(令和５年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,100,000 1,100,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 1,100,000 1,100,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総数
増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

令和５年４月１日～
令和５年６月30日 

― 1,100,000 ― 1,496,950 ― 1,210,656

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(令和５年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   令和５年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式) － －
普通株式 25,900
 

(相互保有株式)
－ －普通株式 －

 

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,071,900
 

10,719 －

単元未満株式 普通株式 2,200
 

－ －

発行済株式総数 1,100,000 － －

総株主の議決権 － 10,719 －
 

(注) 上記「完全議決権株式(その他)」の「株式数」欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  令和５年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有株
式数(株)

所有株式数の合
計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
イワブチ㈱

千葉県松戸市上本郷
167番地

25,900 － 25,900 2.35

計 － 25,900 － 25,900 2.35
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(令和５年４月１日から令和

５年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(令和５年４月１日から令和５年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、アーク有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(令和５年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(令和５年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,835,054 6,591,839

  受取手形及び売掛金 ※  2,198,101 ※  1,902,944

  電子記録債権 989,461 825,007

  商品及び製品 2,030,855 2,213,713

  仕掛品 294,158 447,530

  原材料及び貯蔵品 372,635 397,930

  その他 94,968 92,400

  貸倒引当金 △4,615 △5,625

  流動資産合計 12,810,619 12,465,740

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,521,388 1,496,986

   土地 5,960,807 5,960,807

   その他（純額） 671,787 655,364

   有形固定資産合計 8,153,983 8,113,158

  無形固定資産 368,367 358,043

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,050,638 2,323,023

   その他 460,272 458,916

   貸倒引当金 △25,441 △25,441

   投資その他の資産合計 2,485,469 2,756,497

  固定資産合計 11,007,821 11,227,699

 資産合計 23,818,440 23,693,439
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(令和５年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(令和５年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,362,442 1,121,153

  電子記録債務 61,779 334,647

  短期借入金 321,200 294,220

  未払法人税等 121,725 36,677

  賞与引当金 256,944 130,369

  その他 456,872 439,949

  流動負債合計 2,580,964 2,357,017

 固定負債   

  長期借入金 739,528 686,818

  役員退職慰労引当金 490,847 384,047

  退職給付に係る負債 507,313 504,732

  その他 791,164 866,241

  固定負債合計 2,528,853 2,441,840

 負債合計 5,109,817 4,798,857

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,496,950 1,496,950

  資本剰余金 1,231,962 1,231,962

  利益剰余金 14,356,991 14,340,532

  自己株式 △151,458 △151,828

  株主資本合計 16,934,445 16,917,616

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 594,411 784,807

  為替換算調整勘定 197,481 217,188

  その他の包括利益累計額合計 791,892 1,001,996

 非支配株主持分 982,284 974,969

 純資産合計 18,708,622 18,894,581

負債純資産合計 23,818,440 23,693,439
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
　至 令和５年６月30日)

売上高 2,572,139 2,454,887

売上原価 1,856,860 1,702,002

売上総利益 715,278 752,885

販売費及び一般管理費 643,467 667,717

営業利益 71,811 85,168

営業外収益   

 受取利息 52 35

 有価証券利息 - 332

 受取配当金 26,389 25,776

 受取賃貸料 9,505 6,408

 貸倒引当金戻入額 7,589 -

 その他 6,020 2,961

 営業外収益合計 49,557 35,514

営業外費用   

 支払利息 932 886

 為替差損 12,783 8,950

 持分法による投資損失 1,038 1,164

 その他 52 4

 営業外費用合計 14,807 11,005

経常利益 106,561 109,678

特別利益   

 固定資産売却益 183 -

 特別利益合計 183 -

特別損失   

 固定資産除売却損 125 55

 特別損失合計 125 55

税金等調整前四半期純利益 106,619 109,622

法人税等 52,715 23,758

四半期純利益 53,903 85,864

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

13,959 △5,079

親会社株主に帰属する四半期純利益 39,943 90,944
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
　至 令和５年６月30日)

四半期純利益 53,903 85,864

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △71,165 192,886

 為替換算調整勘定 36,296 19,707

 その他の包括利益合計 △34,869 212,593

四半期包括利益 19,033 298,457

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,644 301,047

 非支配株主に係る四半期包括利益 14,389 △2,589
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

(令和５年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(令和５年６月30日)

受取手形裏書譲渡高 38,242千円 43,174千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
至 令和４年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
至 令和５年６月30日)

減価償却費 69,733千円 90,098千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 令和４年４月１日 至 令和４年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配
当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

令和４年６月28日
定時株主総会

普通株式 107,413 100 令和４年３月31日 令和４年６月29日 利益剰余金

 

 
当第１四半期連結累計期間(自 令和５年４月１日 至 令和５年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配
当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

令和５年６月28日
定時株主総会

普通株式 107,403 100 令和５年３月31日 令和５年６月29日 利益剰余金

 

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 令和４年４月１日 至 令和４年６月30日)

当社グループは架線及び機器用の支持部品である電気架線金物及びその他製商品の製造、仕入、販売を営んでお

り、その事業が単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
当第１四半期連結累計期間(自 令和５年４月１日 至 令和５年６月30日)

当社グループは架線及び機器用の支持部品である電気架線金物及びその他製商品の製造、仕入、販売を営んでお

り、その事業が単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間（自　令和４年４月１日　至　令和４年６月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

需要分野 合計

交通信号・標識・学校体育施設関連 197,505

ＣＡＴＶ・防災無線関連 186,306

情報通信関連 630,922

配電線路関連 812,563

その他 744,841

顧客との契約から生じる収益 2,572,139

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 2,572,139
 

（注）収益の分解情報は、セグメントに代わる需要分野を記載しております。

 
当第１四半期連結累計期間（自　令和５年４月１日　至　令和５年６月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

需要分野 合計

交通信号・標識・学校体育施設関連 211,097

ＣＡＴＶ・防災無線関連 198,589

情報通信関連 625,201

配電線路関連 927,687

その他 492,311

顧客との契約から生じる収益 2,454,887

その他の収益 ―

外部顧客への売上高 2,454,887
 

（注）収益の分解情報は、セグメントに代わる需要分野を記載しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
至 令和４年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
至 令和５年６月30日)

１株当たり四半期純利益 37円19銭 84円68銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 39,943 90,944

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益(千円)

39,943 90,944

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,074 1,073
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
令和５年８月10日

イワブチ株式会社

取締役会 御中

 

アーク有限責任監査法人

　東京オフィス
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松　　浦　　大　　樹  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 野　　村　　興　　治  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイワブチ株式会

社の令和５年４月１日から令和６年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（令和５年４月１日から令

和５年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（令和５年４月１日から令和５年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イワブチ株式会社及び連結子会社の令和５年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以 上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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